
地域脱炭素合意形成支援事業

市町村の脱炭素進捗度に応じた「実動的な取組（市町村が主体的に取り組む）」への支援を行う。

市町村からの要望が多い、「①地球温暖化対策実行計画（区域・施策編）の策定」、「②地域脱炭素に関する協

議会の立ち上げ・運営」（いずれも合意形成が必要）に対して支援を行う。

市町村が主体的に行う上記の取組について、専門性の高い事業者による各種サポートを行う。

全市町村を対象とした職員向け勉強会を実施し、市町村が独自に開催する地域勉強会に対して講師を派遣する。

上記で得られた合意形成のプロセスを記録し、水平展開する。
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②地域協議会の立ち上げ・運営等支援
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職員向け地域勉強会開催（参加希望の全市町村対象）

協議会運営補助等

※地域勉強会の開催内容及び開催数は一例。
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（テーマ：地球温暖化対策実行計画（区域・施策編）の作成手法）

（テーマの例：再エネ発電施設導入、地域新電力立ち上げ 等）

市町村が独自に開催する地域勉強会

講師派遣
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令和４年度当初予算額 55,529千円



民生部門における再生可能エネルギー利用拡大促進事業

家庭・事業所への再エネ由来電力の共同購入事業等を通じた再エネ利用の拡大を促進。

再エネ由来電力切替の共同購入は、一般家庭等から再エネ由来電力の購入希望者を募り、一定量の需要をまと

め、電力小売事業者に対し競り下げ方式での競争入札にかけることで、スケールメリットによる価格低減で再エネ由

来電力への切替を促す仕組み

首都圏９都県市（東京・神奈川等）をはじめ、京都府・福岡市等が競争入札の運用を担う民間事業者との協定

事業として展開しており、環境省や全国知事会でも民間ノウハウを活用した優良連携事例として特集されている

■事業概要

民間のノウハウを活用しながら
官民地域連携で効果的に
ゼロカーボン北海道を実現

事業のポイント

【自 治 体】
・ 再エネ利活用を効果的
に推進

【需 要 家】
・ 購入コストの削減
【小売電気事業者】
・ 営業コストの削減

２

令和４年度当初予算額 4,964千円



地域づくり総合交付金

地域づくり総合交付金の特定課題対策事業により、市町村等が
行う脱炭素化の取組を支援

令和４年度の地域づくり総合交付金の特定課題対策事業にゼロ

カーボン枠として５千万円の予算を措置。
支援内容等詳細については、４月に開催予定の市町村説明会で
お知らせ。

【Ｒ４ 地域づくり総合交付金】
全体予算額 ４，５８０百万円
うち地域づくり推進事業 ４，１８０百万円

うち特定課題対策事業 ２００百万円
うちゼロカーボン枠 ５０百万円

■事業概要
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